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水 稲 に 対 す る 過 燐 酸 石 灰 追 肥 の 影 響
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1 は じ め に

従来,水稲に対する燐酸の施肥は基肥が有効とされてい

る。 しかし,宮城県内の一部農家において生育調節や倒伏

防止対策として取り入れられている過燐酸石灰 (以下「過

石J)の多追肥水田において,1993年 冷害の際,不稔の発

生が少なく,い もち病の発生が少なかった。そこで,過石

迫肥が水稲の生育,収量等に対する影響について検討した。

2試 験 方 法

1995年 ,宮城県古川農業試験場の水田 (細粒強グライ土)

において,サ サニシキで慣行的栽培を行った (稚苗を 5月

1日 に手植え,基肥窒素は0 4kg/aを全層施肥,窒素追肥

は,幼穂形成期と減数分裂期に各 0々 1kg/aず つ施用)。

過石の追肥は, 6 kg/a(過石区),10kg/a(過石増量区),

0峰/a(無処理区)を有効茎確保期頃の6月 27日 に各々

施用し,1区 80ポ,2反復で行った。

葉身や茎などの形態は,成熟期において平均穂数に近似

した3株から,各々中程度の 4本を選び,1区 12本調査 し

た。水稲収穫後の跡地土壌は,直径 5 cn高 さ10cmの土壌試

表 1 収量調査と倒伏程度

料円筒で採土し,表層からl cm,1～ 3 cm,3～ 10enの 3

層に分けて風乾・砕土後分析 した。

3 試験結果及び考察

0)草丈・茎数の推移

草丈は,過石処理と無処理の間で差はみられなかった。

茎数についても過石追肥の前からの試験区の誤差が,処理

後もそのまま維持されており,過石追肥の影響はないもの

と思われた (図 1)。 出穂期と成熟期は,全処理区とも8

月5日 , 9月 18日であつた。
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図 1 草丈と茎数の推移

M区 名 ttt t垢 彎垢 亀芳 硝

重 1穂籾数 J当籾数 登
場

合 倒伏離

 質
1 過  石 1450  567  775 616(100 213  704 37,200 η8  040

0)収量,倒伏程度と玄米品

精玄米重は,過石処理による
2 過石増量 1454  581  811 647(100 217  702 39,100 762  065
3 無 処 理 1332  514  766 605(1011D 215  736 37501  %2  040

Nn区 名

1 過  石 878 90 19 13 00 04 08 08 15 3011245
2 過石増量 846120 17 17 00 03 03 04 08 21 78409
3無 処 理 822125173700010708172991390

421  56
406  5 1

表 2 玄米の品質と粒厚分布

-16m 16 17 18

注 玄米品質は,品質判定機 (RS 1000A)に よる6000粒測定。

表 3 成熟期の葉身の長さ。幅

皿 区 名

統計的な差はなく,完全倒伏を

「 4」 とした場合の倒伏程度は
,

040～ 065で大差なかった (表

1)。 品質判定機 (静岡製機製)

による玄米品質や粒厚分布は
,

過石追肥による明らかな差はみ

られなかった (表 2)。

3)成熟期における形態

倒伏などに関係すると思われ

る,葉身の長さ・ 幅・厚さ,節

間の長さ。太さ・パイプの肉厚

などの形態は,過石追肥による

明らかな傾向はみられなかった

(表 3～ 6)。

石 220  303 306 265 110 104
過石増量 224 303 341 307 273 113  100  90  79  63
無 処 理 230 318 346 ∞7  -  108  90  84  72  -
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表4 成熟期の葉鞘長と葉身の厚さ

NQ区 名

251  200  "0  189
過石増量  265  203  206  198
無 処 理  263   203   209   203

0∝3

0041

0042

0034

注 葉身厚さは,2個の細い葉脈の間のくびれ部分を測危

表5 成熟期の節間長と各節間茎の長径

に)成熟期の稲体による無機

成分吸収量・含有率

過石追肥によって,窒素の吸

収量と含有率は差がなかったが
,

加里,苦土及び珪酸の吸収量と

含有率は多くなる傾向を示 し
,

燐酸と石灰はやや多 くなる傾向

がみられた (図 2)。

6)水稲収穫跡地土壌の養分

作土中の可給態珪酸と遊離酸

化鉄は,過石追肥による明らか

な傾向はみられなかった。有効

態燐酸,置換性加里・石灰・ 苦

土は,過石追肥によって上層ほ

ど多い傾向にあり,3c■以下に

影響はないと思われた (図 3)。

以上のように,過石追肥によ

る形態的な変化や収量に対する

効果はみられず,武田ら2)の
結

2 過石増量
3無 処 理

179   333

179  335
145 76
146   76

22 14 25
24    13    25

表 6 成熟期の地上高 5 cn・ 15cn茎の太さと壁の厚さ

2 過石増量  4“
286

“

埒3“0611

Om
0%3無 処 理  423

図 2 成熟期の稲体による無機養分吸収量・含有率
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による試験など,さ らに検討が必要である。

4 ま と め

慣行栽培 したササニシキに6月下旬
`…

灰 00,100

kg/10a)を 追肥した結果は次のとおりであった。

① 草丈や茎数,穂数,生育ステージ,倒伏程度に過石

追肥の影響はみられなかった。

② 過石追肥区の登熟歩合や収量,玄米粒厚分布,玄米

品質も無処理区と同程度であった。

③ 成熟期の葉身の長さ・ 幅・厚き,節間の長さ・太さ。

パイプの肉厚に過石追肥による明らかな傾向はなかった。

④ 稲体栄養は,燐酸,加里,石灰,苦土,珪酸の吸収

量が過石追肥によってやや増加する傾向がみられた。

⑤ 過石追肥によって,収穫跡土壌上層 3 cm厚の有効態

燐酸,置換性加里・石灰・苦土が増加した。
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